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発表 11 小木曽 尚子 

「言葉が通じなくても授業はできた」 

1．現在の勤務先…岐阜県中津川市立福岡中学校 

2．派遣職種…音楽   3．派遣国…シリア 

4．派遣国での所属先…UNRWA（国連パレスチナ救済事業機構） 

5．要請内容…①音楽の授業を指導する②現地教員を対象とした研修会を企画・運営する。③音楽の発表会

などモチベーションを上げるイベントの企画・運営し、そのノウハウを現地教員に伝える 

6．発表の概要…○UNRWA 学校の日課表や教員の様子、子どもの様子で、日本と比べて驚い 

たこと、感心したこと・・・一方的な授業だったり、教師の体罰だったり、目を覆いたくなる

が、生徒は素直に受け入れている。 

○人々の生活とイスラム教との関わり・・・まず宗教、その国の文化を理解する。 

○UNRWA 学校の生徒の授業風景・・・言葉が通じなくても生徒はついてくる。 

○日本人音楽隊員との連携・・・衝突はあったが、仲間と協力する事で、１人ではできないこ

とができる。 

○シリアで得たこと・・・シリア人やパレスチナ人とのふれあいを通して学んだこと 

 


